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韓国・毘立民俗博物館における
地域民俗諦査
李徳雨※
韓匡!のliJ立民俗博物館で、は2007年から地方自
治団体と共同で学術・展示-調査交流を通じた地
域の民俗保存・研究の活性化のために済州島を
始め、全羅北道、 j愛尚北道、忠清南道、全羅南
道の}I買で毎年地域の民俗調査を行っている O ソ
ウルにある中央政府機関の国立民俗i専物館が主
体となって地域民俗調査を毎年実施するのは、
1969年に文化公報部文化財管理馬(現・文化観
光部文化財ー J~f)が主管した f韓国民俗総合調査
報告書j 1 以降、初の総合 I~l守な民俗調査である O
本稿では2007:f!三から2012年現在までの韓国国立
民俗博物館の地域民俗調査の 131]旬、研究成果、
意義などを紹介することにより、韓国民俗学の
地域民俗調査に関する研究動向を理解すること
を目指す。
1 地域の文化事業の一環として始まった留立
民俗博物館の地域民俗調査
韓国の行政i玄j或は 1つの特別市、 6つの広域
市、 1つの特別自治市、 8つの道、 lつの特別
自治道で構成されている O この中で地域民俗調
査の対象とされたのは8つの道と 1つの特別自
治道である o 8つの道とは京畿道、江j京道、忠
清北道、忠、1!f南道、全羅北道、全綾南道、!愛IW]
北道、慶尚1$1道で、あり、 1つの特別自治道は済
ナトi特別自治道(済川島)である。 liJ立民俗博物館
の地域民俗調査は2007{!三に済州島をはじめに、
毎年「地域民俗文化の年jを選定し、 1年1耳の
準備期間と 1年間の実行期間を設定し、 2年間
のEI程で卒業を進めている o 2年間の事業計闘
は調査地の選定、現地調査、調査報告書の発行
の!II立となり、地I或でそれぞれの事業を進めてい
※神奈川大学歴史民俗資科学研究科時士課程
る。
地域民俗調査の 2年間の事業内容とその手)1貢
は、表 1の通りである O
表 1 地域民俗調査の事業内容と手JI境
段
階
?
???
地域文化事業の一環として始まった国立民俗
博物館の地域民俗調査は以下のiヨ的を目指して
いる O
①地方自治団体と国立民俗博物館共同の学術展
示-調査の交流を通じて地域の民俗保存・研究
のj吉性化を図る
②地域の伝統文化と民俗に対する理解の促進と
地域独自の文化の力の強化を通じて、地域文化
の均衡発展方案を模索する
③地域の民俗文化の積極的な発掘と!?再発を通じ
て、有-無形の文化観光商品の開発と地域経済
の活性化を図る方案に寄与する
また、地域民俗調査の意義について、国立民
俗博物館は次のようにその旨を説明している O
今日、我々の社会は急速に変化しています。
大量生産に支えられた物質的査かさは})、前と比
較して豊かな生活環境を提供してくれますが、
一方で我々のすべての生活は徐々に標準化-グ
ローパル化されています。ニューヨークや東京
の生活やソウルの生活が徐々に同じ様に変わっ
ています。このような社会進化の速度が速けれ
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ば速いほど、過去はもっと速く消えています。
少し誇張して言えば、今日の生活はまさに過去
となり、今使っている物と一緒に吉物商に投げ
られていきます。ある H寺私達は我々の記憶、
我々の歴史は、我々の伝統を一つずつの向こう
に送っています。
このような現実の中で国立民俗博物館は、
「民俗資源の発掘と民俗文化の発展基盤の構築j
を推進することになりました。本事業は徐々に
消えている生活を調査して記録し、そのl:j1で今
日の私たちの文化を発見し、それを資源化する
ことを自標としています。その自標を達成する
ために、具体的な方法として|地域民俗文化の
年Jを進めます。本事業が達成しようとすると
ころは、単に研究機関のおのおのが受け持った
任務だけではありません。それを所有している
地域との協力は、本事業を遂行するために、必
ず前提にならなければならないことです。した
がって、広j或地方自治団体と手をつないで 1年
の準備期間と 1年間の実行期間を設定して、
業を推進することにしました。
「民俗資源の発摺と民俗文化の発展基盤の構
築J事業はこのように 2年という期間を経て運
営されますが、事業名にも表わされるように、
一回性で終わってしまうものではありません。
長期的な「民俗文化の年jを通じて導き出した
成果をもとに長期的に各地域の生活パターンを
保存し、それを通じて観光資源化する「生態博
物館jの構築を理想的なモデルで追求していま
す。その点で、単純に l年のある期間を設定し
て集中的に人を集めてスポットライトを浴びる
祭りやイベントとは明らかに差異を持っていま
す
このiヨ的のために2007年から今まで、毎年の
地域文化事業という名称で、「地域民俗文化の
年jを宣言し、各地域の民俗調査を実施してい
るO その内容は表2のとおりである O
表2 各地域における民俗調査
年度 名称 議望書年度 鮮総地減 機考
2007 済の州年民俗文化 2006-2007 ;総済修州遂gの下遂盟、 完了
2008 全の年北民俗文化 2007-2008 会茂E朱IUt遂の金堤、 完了
2009 の経年~t民俗文化 2008-2009 !告際書仏‘}E霊捕威の盈 完了
2010 
忠商民俗文化
2009-2010 忠;務F街道慾の山月下 完了の年 城ムラ
2011 全の荷年民俗文化 2010-2011 |金綴縫光南、長道爽の木浦、 完了
2012 忠北民俗文化 2011-2012議論中
のま手 進行中
このようにある地域の民俗文化の年を指定す
ると、地方自治団体と協議をして、 j也j或を選定
し、地域j乏俗調査を開始する。また、事業誰進
に当たって推進委員会と執行委員会を結成し、
事業の全般的な事項(基本計画の棋立・確定、
事業指導、コンサルティング、重要事項の議決)
に基づいて詳細事項(事業推進計画の樹立と施
行、円滑な調査、展示会、イベントサポートの
ための各機関の役割と支援方案樹立・施行)を執
行することになるO このため、中央政府機関とし
て、 j主j立民俗1事物館が地方自治1体と段密に関係
を維持し、地域の民俗調査を行なうことである O
2 年度・各地域別の謂査の現状
この輩では今まで報告された各地域氏俗調査
の調査状況の報告を中心にどのような内容の調
査が行われたかをみる。地域の民俗調査は大き
く地域を選定する卦越盟主とその地域の特徴を
見ることができるテーマ調杏、そしてある家庭
を選定し、サリムサリ(合唱せ0]、生活財)
を調査するサリムサリ(せ記せ0]、生活財)
誼盃に分けられる O まず、地域調査の場合には、
既存の民族誌的性格を持った民俗調査で、地域
の中にいくつかの場所を選定し、社会構造、生
業、歳時風俗(年中行事)、通過儀礼、衣食住、
口伝伝承などの項目を調査することである。二
番目にテーマ調査はその地域の特産物、自然環
境、食文化、墓などいくつかのテーマを選定し
て調査することである O 三番目はある家庭を選
定し、その課程にあるすべてのサリムサリを調
査することである O 地域民俗調査(地域調査、
テーマ調査、サリムサリ調牽)が第]次年度に
行われて、 2年自には、各地域の付帯事業が笑
施される O
1) 2007年済州道
①地域調査
書名斉持i民俗調査報告書泊下道里 (p.364)
例議鯵ダメ
目次:巻頭言、調査概要、. !~l 次
第 l章調査地概観
第2輩 社会構造と村の組織
第3準経済生活と生業活動
第4i'者衣生活
第5j)者食生活
第6章往生i舌
第7章氏1¥)信仰]
第8章人生礼儀
第9章即時風俗
第10章口碑伝承
署名:済州民俗調査報告書ー徳修里 (p.323)
伊配
経そ
自次:巻頭言、調査概要、日次
第 1章調査地概観
第2章 社会構造と村の組織
第3章経済生活と生業活動
第4章衣生活
第5章食生活
第6章往生活
第7章民間信仰
第8章人生礼儀
第9章蔵時風俗
第10章口碑伝承
②テーマ誤査
書名 .I斉州語 (p.l53)
呂次:巻頭言、
目次
i剤刊誌
音吉1
形態
通認
???
付録、参考
文献
書名 .i斉州のゴ、ツザワル (p.l80)
内容:巻頭言、白次
1.1剤、トi道の火山活動9:
l.ゴッザワルの地質
国.ゴッザワルの植物と生活
IV.歴史のなかでのゴッザワル
V.ゴッザワルの価値
VI.ゴッザワルと生活文化遺産
vn.ゴッザワルの諺からみる済制人の生
き方
VI.ゴッザワルと済州未来
書名:済州、iの墓 (p.161)
目次:巻頭言、 iヨ次
1.墓の記念碑性
IJ.韓国の葬墓ilJ度と儀礼空間!としての
m.1剤、1'の葬j去の歴史的展開
N.済州、!の墓の類型
V.1斉ナト!のサンダン文化
VI.済ナHの墓の石物
四.1斉ナ1'の葬慕文化
VI.文化遺産としての済州の墓
書名:済州の護器 (p.J53)
1.はじめに
日 •i剤、ト!道の伝統斐器の生産
自.'i剤、トi道の伝統斐器の流通
N.おオつりに
書名:済州の飲食文化 (p.221)
自次:巻頭言、目次
1.i斉ナトi飲食文化の概念
IJ . i斉ナ1'飲食の丈化(:1<]情造と特徴
m.i剤、1'飲食飲食の文化的意味
N.i斉ナ1'飲食の杭類
く付録>歴史文献にみえる済州飲食
書名:済州人の一生 (p.176)
呂;欠:巻頭吾、 IJ次
1.はじめに
IJ.誕生儀礼
由.ft1札
IV. ~~干し
V.祭礼
VI.儀礼の手)1買と意
i床
VI.おわりに
③サリムサリ(せ沼会I-01、生活財)誠査
書名:済州民俗調査報告書ー金氏の生活財
(p.379) 
呂次:巻頭言、はじめに、家計@
金氏の人生の跡
ヲヨー 氏の人生の跡;
生活t1i"で、みる生涯史
生活空間 :LJ-在、 1J1-司、吾子昔、号会子
吾、せt-H子昔、ユきス!、1)1昔、旦ヰ1昔、1:1-哲三g
ス|、せ7-1司、7l:J.、ロト司|、三子会子号、喜子号、
もlス|、引-7-1司、 4ミ?を-2、7]sj-
金氏の家の生活財現況表
金氏の生涯史採録
チi牟氏の生涯史採録
④付帯事業
.2ω7i斉ナ1'民俗文化の年宣言式 -2月 3El 
u剤ト1)
. 1剤、1'1 民俗文化中庭-5 月 251ヨ ~27 日、漢撃体
育館(済州)
. ì剤、1'1 地域博物館連合展示-5 月 18 日 ~27 日、
漢撃体育館(済州)
. y斉ナ1'民俗写真展-3FJ281ヨ~ 5 FJ28日、国
立民俗博物館(ソウル)
-企画展ホボックと j剤、1'のすやき
6 )=J13 EI ~ 8 )=J15 1ヨ、 I~立民俗!専物館
-9月18El~10月初日、 j剤、1'11芝俗自然史博
物館
. ì斉ナ1'1 民俗文化 1Jl:11際学術大会一 3 月 28 日 ~5月
28日、 i主!立民俗博物館(ソウル)
込僻守
2) 2008年全羅北道
①地域調査
噌持
書名 • I毎を埋めた地、被らがそこに住む理由
(p.358) 
目次:巻頭言、 i二!次
j菜?ilムラのHF史
~'11.:;-}.-: u主，;昨今 ~ð 
深浦ムラの人々
ムラ組織
生業と経済活動
1 li三の周期jで繰り
返される行事
祭礼と宗教生活
余暇と日常生活
深浦ムラで見付け
た他の価1n直
書名:ジェトドゥル山の上に田畑を耕す
(p.432) 
自次:巻頭言、@次
②テーマ誤査
マドゥル概観
社会組織
家族と親族
生業活動
衣食住
歳!I寺風俗
宗教と信仰j
人生儀礼
iコ碑伝承
書名:全羅北道沿海地域の干拓と景観の変化
(p.391) 
呂次:はじめに
おわりに
全北海岸地域の自
然環境
干拓の人文的な背
Ji主
口
A 、
沿海地域干J石の
皮肉
干拓農地の水利管
理体系
二i二拓j也のこi二地手IJFJ
干拓村
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書名:全北の音楽、その神明と趣 (p.22I)
自次:伝統音楽の宝庫、全羅北道の音楽概観
全羅北道の昔音楽
朝日(件、ノンピのJ;iR流
伝統
全北の農楽
iり:界文化遺産の音
楽、パンソリ
全北の諸散調と散
調名人
全北の民謡
全北のA俗-，;'I"* 
全北の三絃六角と男寺誕の公演
全~Iヒの仏教1fむに開~LL!作 j去
書名:豆から発見
した全北飲
食文化
(p.185) 
自次:飲食文化と
人類学
全北の豆
全北の豆食
lコ
1]1 
豆から発見
した全北飲食文化
書名:湖南平野の稲作物語 (p.20I)
自次:全羅北道の
稲作
稲はどんな
食物なのか
稲の一生
F稲詰 σの) II~弘日
干稲詰布研fヲ究E伊機長n謁3 
掛な臨港晶明器繍器控怒耳
③サリムサリ(営苦{to]、生活財)調査
書名才モギ家サリムサリ (p.143)
自次:巻頭言、 iヨ次
サリムサリをのぞ
く
金氏、私の人生
オモギ家の生活空
1¥]構Ji)t
梁氏と金氏夫婦の
El 'i;~からみたサリ
ムサリ
オモギ家サリムサ
リを引き出してみ
る
書名:金堤深浦里の萎氏と金氏夫婦のサリム
サリ (p.151) 
自次:巻頭言、@次
サリムサリをのぞ
く
j宗主lil-Rの妥氏と金
氏のよi三き方
安氏と金氏夫婦の
It.Yifi;-l己j;お}I)
美氏と金氏夫婦の
深?iIlU!f'Jミ秋のJIXf襲
安氏と金氏夫婦の
生活空1m構}或
菱氏と金氏夫婦のサリムサリ引き出して
みる
③付帯事業
.2007推進及び諮問委員構成-2月
.協約式-3):j 6 Iヨ
-学術調査実施-3 月~1O月
.2008全北民俗文化の年宣言式-5月 1日、
全ナl't専物館
-尋ねていく博物館-4 月 ~10月(全~Iと地域)
-全北博物館協力ワークショップ-11月(全jヒ
都内)
.1専物館協力大人工芸教室(韓紙工芸)-5月
9 El~ 8月1Iヨ(1 学W]) 9月19E:l ~ 12Fj 12 
1:1 (2学期n、歴史博物館
文章大会/写生大会-5 FJ25 El、全ナ1'博物館
-写生大会表彰、入賞作展示会-6 月 4 日 ~18
日、全北道rfギャラリー
-民俗祭り-全ナトiの竜王祭再現行事-5月31日
~ 6)~ 1日、 ドクジン池
-民俗祭ー全北民俗文化祭-9 月 5 日 ~8 日、
全北井邑
-全北学術調査報告書出版-8月末
-全北方言コンテスト大会 9;:J 7日、全北井
にコ
B 
-全北文化企画展-10月 1EJ ~ 10月初日、民俗
博物館と全北金堤
-除幕式と調査報告書配布-9月18l二i、全北金
堤
・全北文化学術セミナ-'08韓国民俗学者大会
-10月301:1~31 目、全北道庁
3) 2009年慶禽北道
①地域調査
書名:慶北の民俗文化 1 (p.473) 
目次:目次、巻頭言
嶺Tt;j大路と洛東江
ゴ二(ソンピ)と雨班
村と文中
慶:jと女性の文章をつくる
書名:慶北の民裕文化2 (p.501) 
自次:目次、巻頭言
ムラの森
j出と飲食文化
ナムルと薬草
東海岸別神クッ
②テーマ調査
書名:軍威民俗誌一石垣と一緒にした缶林の
所、ハンバムムラー (p.391)
目次:巻頭言、目次
ムラの者先在長
生業
衣食住
家族と親族
社会組織
宗教
j設H寺風俗
余暇生活と遊び
人生儀礼
書名:盈徳民俗誌一船の火、青い東海に咲く
(p.403) 
む註右ト立2
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目次:巻頭言、呂次
ムラの概観
家族と親族
生業と経済生活
社会組織衣食住
歳時風俗 人生儀
礼
宗教生活
余暇生活と遊び
口碑伝承
③サリムサリ(営首位。i、生活財)調査
書名:諮氏金氏夫婦のサリムサリ (p.277)
自次:巻頭言、 iヨ次
1.漁村家庭のサリムサリに対する基本
的視覚
2.劉氏金氏夫婦の昨日と今日の物
3.劉氏金氏夫婦家屋の景観と空間構成
4. サリムサリからのぞ、く漁村夫婦の世
界
5.漁師の操業日誌から見る海
6‘劉氏金氏夫婦のサリムサリ号号
( 1 )、 (2) 
書名:軍威生活財一安氏家のサリムサ 1)
(p.263) 
E次:発干Ij認、目次
手氏サ 1)ムサリ目録
③付帯事業
-宣言式-2月9EI (安東)
調査概要
予氏家屋の歴史と
空間活用
ヲヨー 氏夫婦の人生の
物語
サリムサリからみ
たヲ子氏家族の物語
お爺さんの誕生日
に集まった家族
ヲ壬氏夫婦の日常生
j舌
-民俗祭り-9月I~ 13 El (J菱北)
民俗ムラ体験-5~11 月(慶北)
-白書出版及び配布-12月(ソウル)
-地域民{谷文化の行事進行-2~12月(慶北)
-尋ーねていく博物館-4~11 月 (慶北)
-多文化家族プログラム運営 3~ 1l 月(慶
北)
・疏外階層対象教育プログラム -3~11月(慶
北)
博物館協力事業-3~11 月(慶北)
・調査報告書出版-3月(ソウル)
調査ムラ記念版除幕式-4 月 ~5 月(慶北)
・慶北民俗調査ムラ写真展-10~ 1l月(慶北)
f2009韓国民俗学者大会J-10 月 29~30El 
(J菱北)
北民俗文化の歳J展示-6月24El ~ 10月
26日(ソウル)
-慶 ~jヒの説話調査記録-1 ~12月 (J愛北)
無形文化財記録化事業-3~12月北)
-文化遺産観光資源化事業-3~12月(J~~I七)
4) 2010年宏、溝南道
①地域誤査
書名:宏、南の民俗文化 (p.507)
目次:巻頭言、目次
忠商西海岸の漁労民俗
忠清南道の塩辛と食臨文化
錦江の昔のlfjrの入口と市場
湖西3代名家の生き方と伝統
忠i南のお座りクツ
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②テーマ調査
書名:月明かりの下で神仙が遊ぶ、月下城ムラ
(p.317) 
自次:巻頭言、目次
01月の模殺の海
j苧を付いて行
く、月下城
02昔のi1if:と|珪地
03改めて耕す海
04月下城ムラの!二i
05月下力主ムラでつ
きあう
06)=j下城ムラで安
寧の願い
07月下城ムラのムラ世帯調査表
書名:東西南北に開いた道より、窓山 1里
(p.319) 
呂次:巻頭言、自次
01ムラの概観
02大小の集まり
03生業
04食べ物と家
05人が生まれてか
ら死んだ後まで
06歳IJ寺j弘{谷
07信仰]~ti舌
08民俗芸術
09口碑伝承
③サリムサリ(せ首位。i、生活財)誠査
書名:黄氏、金氏夫婦のサリムサリ (p.271) 
目次:巻頭言、 1;
次
01 uiH!干き
刊紙張 。2ソンオギ家、
彼らの歩み
03、ノンオギ家、
彼らの止1:き方
04ソンオギ家サ
リムサリ
05 代カキLむ所(1)
182 
05三代が住む所(2 ) 
05三代が住む所(3 ) 
05三代が住む所(4 ) 
後書き
書名:金氏、金氏夫婦のサ 1)ムサ 1) (p.349) 
目次:巻頭言、!ヨ次
④付帯事業
01調査概要
02夫婦の一日の
物語
03夫婦の人生物
04夫婦が住む空
Il¥J (1) 
05夫婦カf住む空
n.¥J (2) 
06夫婦が働く空
1]¥ 
(1翠立民俗博物館)忠商民俗調査及び報告書
IlJ， j坂 (2009.01~201O.l0) 
(I~I 立民俗博物館)，ti 府民俗ムラ写真展及
び喧喧除幕式 (2010.10~11) 
(国立民俗博物館) 2010韓国民俗学者大会
(2010.l0.29~ 30) 
([~I 立民俗博物館)尋ねていく子供博物館
(2009.07 ~ 2010.11) 
(共r5J)"よi、南民俗文化年宣言式 (2010.04.10) 
(共同)第 4@]全間アーチェリ一文章大会
(20l0.07.20~22) 
(共同) 2010，'よl、南民俗祭りハンマダン
(201O.l0.06~07) 
(共i可)特別展及び巡回展「行商人、再び道
をUJ，るJ(2010.03 ~ 10月)
(共同) 1 {I~I 2日忠商民俗ムラ体!挨 (2010.04
~12) 
(忠{jlf南道) ，よ1、南I¥:俗文化臨 JIlの開発
(2009.09~ 2010.12) 
(忠清南道)忠南}I(月形文化財記録化事業
(2009.09~ 2011.05) 
(忠清道)百済説話集出版 (2010.04~12) 
(忠清南道)忠南民俗研究E3録集出版
(2010.02~ 12) 
(忠清南道)古宅音楽会 (2010.10)
(忠清南道)泰安葬礼写真展 (2010.11~ 
2011.01) 
5) 2011年全羅南道
①地域調査
書名:全南の民俗文化 (p.217)
自次:巻頭言、目次
南道の畑作綿と麻
南道文化の原形質
干潟と天日jXt{
南道の家内手工業
の竹細工と陶器工
:it" rコ
ヱエご1m
南道のごちそう料
珪iのコマクとガン
ギエイ
全I蒋1m方の石垣
②テーマ調査
書名:港湾都市木浦の儒達洞、寓戸;関 (p.329)
自次:巻頭言、 !~l 次
遊びと余1I1!Z
書名:霊光郡法聖浦 (p.299)
目次:巻頭言、目次
法聖drの民俗誌概要
民俗からみる法聖浦の過去
調査概要
調査地概観
{需達?I司、寓戸il司の
変化-[~母港と景観
の変化
ffl~ 達 ilTIJ 、;莞戸 il司の
変化一生活様子の
変化
人々の物語
一年暮らし
宗教生活
ぉ 法聖浦の民俗誌的
な現在 l
1~型 mìの J3ミ俗誌的
な現在 2
伝承調査
資料
書名:チルリアンソク上金ムラ (p.401)
自次:巻頭言、目次
事 調査概要
地域概要
上金ムラとチルリ
アンソクムラ
!こ金ムラの生業活
動
上金ムラの余1I1!Z空
1J日
上金ムラの社会MI
織
j.金ムラの人生儀礼
チルリアンソクのIJ中祭me
チルリアンソクの門 1:j:J書堂
チルリアンソクの年中行事と時間の活用
チルリアンソクの民俗文学
参考資料
③サリムサリ(公言営o1、生活財)調査
書名:木;南高戸洞のアリ家のサリムサリ
(p.419) 
目次:巻頭言、目
次
調査概要
。 。
空間物語
サリムサリ物語-
奥の!日1
サリムサリ物語
一子供部屋 1
サリムサ 1)物語
一子供部屋 2
サリムサリ物語-居室 l
サリムサ 1)物詩一居室 2
サリムサリ物語-I塁線裏部屋
サリムサ 1)物語-J冴房
サリムサリ物語ートイレ
サリムサリ物語一屋 i二
サリムサリ物語ー玄関
サリムサリ物詩一倉路
サリムサリ物語一作業室
サリムサリ物語一作業室トイレ
家族物語
付-f;主 j サリムサリ I~H主
書名:呉氏家のサリムサリ (p.273)
目次:巻頭言、 !ヨ次
呉氏のサリムサリ 4
1宍:氏のサリムサリ 5
調査概要
呉氏の生涯談
呉氏の四季
呉氏の一日
呉氏のサリムサリ
1 
呉氏のサリムサリ
2 
呉氏のサリムサリ
3 
呉氏が作って食べるもの
サリムサリ調査を終えて
書名:自氏、予氏家のサリムサリ (p.387)
自次:巻頭言、自
次
調査概要
白氏、予氏家族
と71-与三!の歴史
f:l氏、ヲ子氏家屋の
空間活用 1
白氏、予氏家屋の
空fl¥j活用 2
自氏、す氏家屋の空間活用 3
白氏、手氏家屋の空間活用 4
白氏、ヲ子氏家屋の空間活用 5
白氏、ヲヨー氏家屋の空間活用 6
臼氏、ヲゴー氏の人生の物語
白氏、ヲヨー氏の日常生活とサリムサリ
白氏、ヲ子氏の衣食とサリムサリ
白氏、ヲヨー氏の祖先祭詑準備
参考資料
③付帯偉業
(国立民俗博物館)全南民俗調査報告書出
版 (2011.01~06) 
(国立民俗博物館)全南民俗ムラ記念板除幕
式 (20日.11)
(国立民俗博物館)全南民俗ムラ写真展
(2011.10) 
(国立民俗 i専物館)韓国民俗学者大会
(2011.10) 
(全羅南道)全南民俗報告書出版 (2011.01~ 
12) 
(共同)全南無3f~遺産記録化事業 (2011.02~
12) 
(共同)第 5回全国弓道大会、文章大会
(201 1.09.30~ 10.02) 
(共同)全南無形遺産記録化事業 (2011.02~
12) 
(共同)全南民俗文化の年特別展、巡回展
(2011.07 ~ 12) 
(共同)行こう一泊二日全南民俗ムラ体験
(2011.04~ 11) 
6)忠清北道(現在進行中)
(国立民俗博物館)忠清北道民俗ムラ調査及
び手寸前査 (2011.01~ 12) 
(共同)2012忠清北道民俗文化の年、協定
式 (2011.06.02)
3 地域民俗調査の特徴と意義
国立民俗博物館の地域民俗調査は上述した通
り、毎年ある地域を選定して、地域誠査を中心
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に行なっている o 1=1:1 でも地域を 2~4 ヶ JVT選択
して、地域調査をしている点は、既存の全国民
俗調査とは異なり、標本調査として、その特殊
性がみられると忠われる O 地域を選定する基準
において、客観的な基準が定められたわけでは
ないが、国立jミ俗博物館と地方自治団体の協議
のI:!::Iで選定されることは、一長一短の結果を生
むことである O この特徴は、テーマ調査の事例
にも適用される o 2 ~ 6つのテーマを選ぶ上に
おいて普遍性と特殊性とに分かれるという悩み
は、地域の民俗調査の特徴といえる O また、こ
れまで民具の調査や、過去のことだけを中心に
調査して記録した作業を抜け出して、一家庭の
すべてのサリムサリ(生活H~') を取り出して調
査したことは、既存の民俗調査とは異なる大き
な特徴であるといえる O これは日本で、の生活財
研究、日常生活研究の重要性が要求される流れ
と類似点をみせているといえる O
このような特徴は地方政府と中央政府が協力
して、全国的な調査を実施したという点で大き
な意義を持っている。また、単純なj芝俗調うをに
終わって研究者によるデータだけを重視するで
はなく、様々な付帯事業を実施し、実際にー般
人にも近づこうとしている点は民俗学の新たな
発展可能性が伺える意味で、意義を持っている
といえる。また現在の i主Lv~民俗博物自立のホーム
ページでは地域の民俗調査報告需:をウェブトーで
公開しており、当時撮J~f~ した写真データも 般ー
に公開している O
i 第l編は全羅南道編(1969)から全緑北道編
(1971)、慶尚南道編(1972)、慶尚北道編
(1974)、j斉ナ1'，1誌編 (1975)、忠清南道編 (1976)、
忠清北道編 (1977)、iTJ尿道編(1978)、京線
道編 (1978)、ソウル編、平安南北道、黄海
道・編(1980)、 j戎鏡南北道編(1981)で、12編
に及ぶ各'P!i・道別の地域的な民俗総合初公報告
書である。
http://www.nfm.go.krlEducation/folkyear.jsp 
資料サリムサリ(生活財)調査報告書の内容の一部
務務機緩鋭機機襲撃
高診妓税制。p玲碍
資料2:情報公開された調査資料(http://efw.nfm.go.kr/service/main.do)
i新干IJ紹介i 烏丙安著
『非物質文化遺産保護理論与方法』
21世紀に入って、「非物質文化遺産保護J
は中国民俗学研究において、最も重要キー
ワードとなっているといっても過言ではな
い。 I-~I三物質文化J とは r;1gr;]I~文化j の rj:1 国
語訳である。これまで無形文化財の保護制
度がなかった仁1]1~ では、 2003年にユネスコで
採択された「無形文化遺産保護条約Jへの
加盟などを背景に、 2004年から「非物質文化J
に関する保護政策が現れはじめ、全国的な
「非物質文化遺産」ブームが巻き起こった O
l:l:11~1民俗学も政府主導の非物質文化遺産保
に巻き込まれる形となっており、い
かに 1-~I=物質文化遺産保護j とかかわって
いくかは、 iこI:lj主i民俗学の一つの課題となっ
た。
本書は、 f~1 ら中 1~1~1ミ物質文化遺産保護事
業委員会のilJ主任を務める民俗学者烏内安
氏が、 2003年から実際に民間文化遺産及び出
家非物質文化遺産保護事業に参加!した体
忠実・知見・実践をまとめた記録である O そ
議事業の経緯につての紹介。二、民俗学者
の立場からの、非物質文化遺産保護重要プ
ロジェクトに関する提言。三、具体的な事
例を挙げて、非物質文化遺産重用プロジェ
クトに対する分析・評1i!fi・ 1拝読。 rm、非物
質文化遺産プロジェクト保護事業及び伝承
者保護における申請・調査・管理!のやり
方・ルールなどについての解説。五、非物
質文化遺産と民俗学のかかわりにつし 1ての
再評価。その他に、中国民俗調査分類項目、
農耕村落民俗調査項目などの調査項目も付
J!J~されている O
本書は、筆者の長年の非物質文化遺産事
業に参加した貴重な体験を多く記録されて
おり、このように、ヰt\~1民俗学界は、その
蓄積してきた研究手法・ JH論・経験を以て、
非物質文化遺産保護事業に大きく寄与して
きた O しかし、幾つかの問題点も指摘され
たO ゴI='物質文化遺産保護への参加は、民俗
学者に民俗学の問題点を再認識させる機会
の内容は概ね以下のようにまとめることが をもたらしたといえる O (余志清)
できる O ¥ユネスコ「非物質文化遺産j
の概念の解説とユネスコ非物質文化遺産保 文化芸術出版社 2010年7月刊 339頁
-186-
